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第３章　リスクアセスメント実施一覧表の作成（安全・労働衛生）

●　作業場所での乾球又は湿球温度の測定方法

　作業場所において、乾球又は湿球温度の値の測定を行う場合に注意すべき事項は、次の

とおりです。

［1］環境条件の評価は気温、湿度、輻射熱を合わせたＷＢＧＴが望ましい。

［2］湿球温度は気温が高いと過小評価される場合もあり、湿球温度を用いる場合には乾球

温度も参考にします。

［3］乾球温度を用いる場合には、湿度に注意。湿度が高ければ、１ランク厳しい環境条件

の注意が必要です。

　（２）作業の程度分け

　暑熱作業における作業の程度を表６－２から選び、その作業程度の内容を「４　リスクの見積り」

の「作業の程度」欄に記入します。

表６－２　作業の程度

作業の程度 作　　業　　内　　容　（例）

極高代謝率作業
全身の激しい動作

（下記の動作で呼吸が荒くなる動作等）

高代謝率作業
全身の動作

（例：抱き上げる、まわす、引く、押す、投げる、歩く等）

中程度代謝率作業
上肢の動作

（例：組み立てる、検査する、塗る等）

低代謝率作業
手先の動作、足先の動作

（例：書く、タイピング、足でペダルを踏む等）


